
　

８
月
16
日
に
は
、
来
年
度
の
教

育
予
算
に
つ
い
て
、
校
長
会
・
事

務
職
員
協
会
と
と
も
に
、
県
教
育

委
員
会
へ
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
と
情
報

発
信
に
向
け
て
、
ま
た
学
ぶ
意
欲

を
高
め
る
、
安
全
・
安
心
で
快
適

な
教
育
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、

十
分
な
教
育
予
算
を
確
保
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

教
育
活
動
の
充
実
に
向
け
て
、
今

後
も
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力
の
ほ

ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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知
事
、
教
育
長
並
び
に
教
育
委

員
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
県

立
学
校
の
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

充
実
の
た
め
に
ご
支
援
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
Ｐ
連
で
は
、
令
和
４
年
６
月

13
日
、
保
永
前
会
長
と
松
下
会
長

以
下
新
役
員
５
名
に
よ
り
、
知
事

へ
の
表
敬
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

知
事
に
は
、
５
月
の
高
Ｐ
連
定

期
総
会
へ
の
ご
臨
席
や
、
日
頃
の

ご
支
援
へ
の
お
礼
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
高
Ｐ
連
が
行
っ
て
い
る
活

動
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
短
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
知
事
と
直
接
に

意
見
交
換
の
で
き
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
へ

の
対
応
で
は
、
県
政
の
最
高
責
任

者
と
し
て
日
々
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
お
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
学
校
運
営
や

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
へ
の
ご
配

慮
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

高
Ｐ
連
が
行
う
事
業
の
「
互
い

に
学
び
、
楽
し

く
つ
な
が
る
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
」
で

は
、
各
校
で
実

践
さ
れ
て
い
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

広
く
募
集
し
て

い
ま
す
が
、
近

年
の
コ
ロ
ナ
禍

で
活
動
が
制
限

を
受
け
る
中
に

あ
っ
て
も
、
着

実
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る

知
事
へ
の
表
敬
訪
問

予
算
要
望
活
動

1 8 9 10

4

2 12

5 11

3 7

6

タ
テ
の
カ
ギ

①
既
に
現
実
で
、
誰
も
が
認
め
る
物
事
。

⑧

犬
公
方
と
も
呼
ば
れ
た
徳
川
５
代
将
軍
。

⑨

お
お
い
ぬ
座
に
あ
る
太
陽
の
次
に
明
る
い

恒
星
。

⑩

万
・
億
・
兆
・
京
・
垓
…
の
こ
と
。
〇
〇
違
い
。

⑪

進
化
の
一
側
面
と
の
考
え
方
も
あ
る
が
、

進
化
の
対
義
語
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

⑫

絹
に
似
せ
て
作
っ
た
化
学
繊
維
の
一
種
。

ヨコのカギ
① 高校ではもう終わった？自分や友人
の点数が気になります。

② あっ！ここでまさかの盗塁。
〇〇〇〇を突いた攻撃です。

③ 何をするにも、これがブレてはいけ
ません。

④ 日本を代表する空の玄関と言えば？
⑤ 主にキリスト教の修道女のことをこ
う呼びます。

⑥ 契約に定められている条項。これを
よく読んでから印鑑を。

⑦ 昭和のヒット曲の一節。「〇〇はま
だ、16だぁから〜〜♬♬」

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
・
ご
住
所
・
ご
氏
名
・
所

属
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
希
望
景
品
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
明
記
の
う
え

〒
４
６
０

−

０
０
０
７

名
古
屋
市
中
区
新
栄
１

−

４９

−

１０

愛
知
県
教
育
会
館
六
階

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
締
切
：
１
月
19
日
消
印
有
効
】

　

正
解
者
に
は
１
０
０
号
記
念
と
し
て
ご

希
望
の
景
品
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
各

十
名
様
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

（
な
お
応
募
状
況
に
よ
り
、
ご
希
望
す
る
景
品
と

は
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

景品A

コ
オ
ロ
ギ
ス
イ
ー
ツ
詰
め
合
わ
せ
（
半
田
商
業
高
）　

半
田
市
内
「
中
川
屋
」
と
の
共
同
開
発
で
既
に
商

品
化
≪
ク
ッ
キ
ー
・
マ
ド
レ
ー
ヌ　

各
２
コ
入
り
≫

（
甲
殻
類
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
は
ご
遠
慮
を
）

景品B

ロ
ー
ゼ
ル
ふ
り
か
け
と
サ
ブ
レ
の
セ
ッ
ト
（
安
城

高
）
ア
オ
イ
科
の
食
用
植
物
。
障
害
者
支
援
Ｎ
Ｐ

Ｏ
「
こ
す
も
す
畑
」
で
商
品
化
、
売
り
上
げ
は
そ

の
運
営
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

景品C

簡
単
エ
コ
バ
ッ
グ
＋
愛
知
県
型
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー（
春

日
井
高
等
特
支
）
ワ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
で
畳
む
こ
と

が
で
き
る
エ
コ
バ
ッ
グ
＋
真
ち
ゅ
う
製
の
金
色
に

輝
く
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
。

応　

募　

方　

法

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　の
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き
る

言
葉
は
？
（
答
え
に
な
り
ま
す
）

　

愛
知
県
公
立

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
皆

様
に
は
、
本
県

の
教
育
活
動
の

充
実
に
格
別
の
お
力
添
え
を
賜
り
、
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

様
々
な
活
動
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
残
る
中
、

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
御
家
庭
に
お
い

て
お
子
様
の
健
康
管
理
に
御
協
力
い
た

だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

感
染
予
防
と
社
会
経
済
活
動
を
し
っ

か
り
と
両
立
さ
せ
る
に
は
「
人
づ
く

り
」
が
と
て
も
大
切
で
す
。
昨
年
２
月

に
策
定
し
た
「
あ
い
ち
の
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
2
5
」
で
は
、「
自
ら
を
高
め

る
こ
と
」
と
「
社
会
の
担
い
手
と
な
る

こ
と
」
を
基
本
と
し
て
、
変
化
の
激
し

い
社
会
の
流
れ
に
対
応
し
、
各
校
で
特

色
を
生
か
し
た
教
育
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

高
等
学
校
で
は
、
昨
年
度
策
定
し

た
「
県
立
高
等
学
校
再
編
将
来
構
想
」

を
基
に
新
制
度
で
の
入
学
検
査
の
実
施

や
、
併
設
型
中
高
一
貫
教
育
の
導
入
、

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
定
時
制
・
通

信
制
教
育
の
在
り
方
を
検
討
す
る
な

ど
、
県
立
高
校
の
一
層
の
魅
力
化
・
特

色
化
と
再
編
の
方
向
性
を
示
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
で
は
、
今
年
４
月
の

「
に
し
お
特
別
支
援
学
校
」
の
開
校
や
、

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
看
護
師
の
配
置
、

病
気
療
養
中
の
生
徒
に
対
す
る
支
援
の

充
実
な
ど
、「
愛
知
・
つ
な
が
り
プ
ラ

ン
2
0
2
3
」
に
基
づ
き
、
教
育
環
境

の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
な
ニ
ー
ズ
を
持
っ
た
生
徒
達
が

確
か
な
学
力
や
豊
か
な
人
間
性
と
健
や

か
な
体
を
育
む
こ
と
で
、「
す
べ
て
の

人
が
輝
く
愛
知
」
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
御
支
援
、
御

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●『
自
信
の
魔
法
』

　
「
人
は
、
感
情

に
左
右
さ
れ
る

生
物
で
す
。
一

度
あ
る
事
を
褒

め
ら
れ
て
、
自
分
に
『
自
信
の
魔
法
』

が
か
か
る
と
、
そ
の
後
ず
っ
と
自
分
に

自
信
を
持
っ
て
そ
の
事
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
逆
に
『
苦
手
の
魔

法
』
も
然
り
で
す
。」

　

前
者
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

●
『
コ
コ
ロ
ふ
る
え
る
』

　
「
子
供
は
親
の
背
中
を
見
て
育
ち
ま

す
。
親
・
大
人
が
、
世
間
の
損
得
に
左

右
さ
れ
な
い
、
自
身
の
『
コ
コ
ロ
ふ
る

え
る
』
生
き
方
を
し
て
い
れ
ば
、
子
供

は
そ
れ
を
見
て
い
ま
す
。」

　
『
コ
コ
ロ
ふ
る
え
る
』
生
き
方
を
し

て
い
た
い
で
す
ね
。

●
『
地
域
と
高
校
』

　
「『
良
い
地
域
に
は
良
い
高
校
が
あ

る
』
と
は
、
海
外
で
報
告
さ
れ
た
調
査

結
果
で
、
そ
れ
は
鶏
と
卵
の
よ
う
な
因

果
関
係
に
あ
り
ま
す
。」

　

人
も
環
境
も
良
い
地
域
で
す
。

●
『
聴
き
た
い
の
は
大
人
の
本
音
』

　
「
思
春
期
の
子
供
達
は
、
親
の
、
大

人
の
『
本
音
』
を
聴
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。」

　

本
音
で
話
そ
う
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
は
日
頃

か
ら
愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
当
会
副
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
、
横
須
賀
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の

石
井
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

前
段
の
唐
突
な
書
き
出
し
で
失
礼

い
た
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
過
日
の
石

川
県
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
大
会
に
お
い
て
、
私
の
中
で
特
に

印
象
的
だ
っ
た
講
演
の
フ
レ
ー
ズ
で

す
。

　

日
本
海
の
新
鮮
な
海
の
幸
は
も
ち

ろ
ん
（
？
）、
多
く
の
貴
重
な
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
講
演
は
12
月
31
日
ま
で

全
国
高
Ｐ
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
が
、
ご
多
忙
な
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

僭
越
な
が
ら
こ
の
誌
面
を
お
借
り
し

て
可
能
な
限
り
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と

感
想
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
、
と
の
思
い

で
書
き
出
し
て
み
ま
し
た
。

　

講
師
の
方
の
真
意
を
お
伝
え
で
き

て
い
る
か
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご

参
考
に
し
て
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
へ

�
愛
知
県
知
事　

大　

村　

秀　

章

　

あ
る
講
演
を
拝
聴
し
て

　
　

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　
　
　
副
会
長　

石　

井　

利　

和
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事
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
全
会
員
に
配
布
し

て
い
る
広
報
紙
「
高
Ｐ
連
だ
よ
り
」

で
は
、
紙
面
に
掲
載
す
る
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
懸
賞
賞
品
と
し

て
、
県
立
学
校
の
生
徒
が
制
作
や

商
品
化
に
携
わ
っ
た
も
の
を
取
り

上
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
話
題
に

し
て
、
学
校
へ
の
更
な
る
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

（
ヒ
ン
ト
：「
ひ
」
で
始
ま
る
四
字
熟
語
）

ひ

会
」
が
開
催
さ
れ
、
東
海
大
会
と
し

て
は
３
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

感
染
症
対
策
と
し
て
一
定
の
入
場

制
限
が
な
さ
れ
、
参
加
者
数
は
４
３

５
名
で
し
た
が
、
作
家
の
宮
本
延
春

氏
の
講
演
や
、
尾
西
高
校
・
四
日
市

商
業
高
校
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
発
表
が

行
わ
れ
、
多
く
の
笑
い
声
や
的
を
射

た
質
疑
応
答
な
ど
も
あ
り
、
大
変
実

り
の
多
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
大
会
は
、
令
和
５
年
６
月

16
日
に
岐
阜
市
の
長
良
川
国
際
会
議

場
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
Ｐ
連
健
全
育
成
委
員
会
を
、
９

月
21
日
（
水
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

県
警
察
本
部
少
年
課
に
よ
る
「
少
年

の
非
行
・
被
害
情
勢
」
に
関
す
る
講

話
の
ほ
か
、
委
員
の
所
属
す
る
５
校

に
お
け
る
健
全
育
成
に
関
わ
る
課
題

等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

期
日
：

令
和
５
年
８
月
24
日
（
木
）・

25
日
（
金
）

会
場
：

宮
城
県
仙
台
市
内
の
各
所

　
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
併
用
の
予
定
）

　

７
月
13
日
（
水
）、
高
Ｐ
連
理
事

会
の
開
催
に
先
立
ち
、
弘
済
会
愛
知

支
部
か
ら
の
奨
励
金
給
付
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

優
秀
な
活
動
実
績
を
上
げ
て
い
る

高
等
学
校
５
校
（
尾
北
、
東
海
南
、

熱
田
、
一
色
、
新
城
有
教
館
）
の
各

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
対
し
て
、
奨
励
金
（
５
万

円
）
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
17
日
（
金
）、
名
古
屋
市
公

会
堂
に
お
い
て
、
午
前
に
東
海
地
区

高
P
連
総
会
と
午
後
に
は
「
愛
知
大

令
和
４
年
度
東
海
大
会
報
告

愛
知
県
教
育
公
務
員
弘
済
会
奨
励
金

健
全
育
成
委
員
会
開
催

来
年
度
の
第
72
回
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
宮
城
大
会
に
つ
い
て

＜第100号記念＞
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本
校
は
、
明
治
33
年
開

校
の
愛
知
県
立
第
三

中
学
校
と
大
正
４
年
開
校
の

津
島
町
立
津
島
高
等
女
学
校

を
源
と
し
て
、
昭
和
23
年
に

発
足
し
、
令
和
２
年
度
に
創

立
120
周
年
を
迎
え
た
県
内
で

も
屈
指
の
伝
統
校
で
す
。
校

地
に
は
、
松
の
老
木
や
桜
並

木
、榎
の
大
木
な
ど
が
あ
り
、

落
ち
着
い
た
環
境
を
形
成
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
は
普
通
科
９
ク
ラ
ス

内
に
普
通
コ
ー
ス
と
国
際
理

解
コ
ー
ス
（
１
ク
ラ
ス
）
が

あ
り
、
校
訓
「
知
・
仁
・
勇
」

の
精
神
の
も
と
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
人
材
の
育
成
、「
文

武
両
道
」
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
か
ら

は
、
併
設
型
中
高
一
貫
校
と

し
て
本
校
の
新
た
な
歴
史
が

始
ま
り
ま
す
。「
脈
々
と
刻

ま
れ
た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

さ
ら
な
る
躍
動
を
続
け
る
津

島
高
等
学
校
」
の
魅
力
を
さ

岩
津
高
校
は
、
昭
和
10

年
に
愛
知
県
立
岩
津

農
商
学
校
と
し
て
開
校
し
、

今
年
で
創
立
87
年
を
迎
え
ま

す
。
本
校
は
、
普
通
科
・
調

理
国
際
科
・
生
活
デ
ザ
イ
ン

科
の
３
学
科
を
備
え
た
総
合

的
な
学
校
で
あ
り
、
充
実
し

た
施
設
・
設
備
で
専
門
的
な

学
び
を
学
べ
ま
す
。
調
理
国

際
科
で
は
、
県
立
学
校
と
し

て
唯
一
調
理
師
の
免
許
を
取

得
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

生
徒
は
、「
社
会
に
貢
献
す

る
人
間
の
育
成
」
を
教
育
目

標
に
、
日
々
学
習
活
動
や
部

活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
進

路
に
お
い
て
も
、
学
校
生
活

を
通
し
て
身
に
付
け
た
「
自

律
的
に
行
動
で
き
る
力
」
を

生
か
し
、積
極
的
に
挑
戦
し
、

そ
の
結
果
、
就
職
で
は
自
動

車
関
係
を
中
心
と
し
た
地
元

企
業
に
も
、
多
数
合
格
し
て

い
ま
す
。
部
活
動
で
は
、
ラ

イ
フ
ル
射
撃
部
が
全
国
大
会

ら
に
ア
ッ
プ
す
る
べ
く
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
組
織
は
、
学

習
・
生
活
・
広
報
の
３
つ
の
委
員
会
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
習
委
員
会
で

は
、
３
年
生
の
生
徒
対
象
に
、
年
２
回

激
励
は
が
き
の
作
成
・
配
付
を
し
て
い

ま
す
。
生
活
委
員
会
で
は
、
文
化
祭
で

の
バ
ザ
ー
や
、
清
掃
活
動
参
加
生
徒
に

豚
汁
等
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
広

報
委
員
会
で
は
、
広
報
誌
「
校
報
つ
し

ま
」
の
取
材
と
紙
面
構
成
を
行
っ
て
い

出
場
を
果
た
し
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
広
報
・
研
修
・
進
路
・

保
健
厚
生
・
生
徒
指
導
の
５
つ
の
委
員

会
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
様
々
な
活
動
へ
の
参
加
が
制
限

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
生
徒
指
導

委
員
会
に
よ
る
朝
の
交
通
当
番
と
授
業

後
の
見
回
り
や
、
広
報
委
員
会
に
よ
る

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」

の
編
集
を
行
い
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

ま
す
。

　

ま
た
、
希
望
者
を
対
象
と
し
た
Ｐ
Ｔ

Ａ
研
修
は
、
以
前
は
大
学
見
学
の
バ
ス

ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
こ
の
２
年
間
は
、
保
護
者

向
け
の
「
進
路
講
演
会
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
人
と
の
つ
な

が
り
を
も
ち
に
く
い
中
、
こ
れ
ら
の
活

動
が
、
少
し
で
も
保
護
者
同
士
の
繋
が

り
を
増
や
す
機
会
に
な
れ
ば
う
れ
し
い

と
思
い
ま
す
。

す
。
今
後
は
、
新
た
に
先
生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

生
徒
会
の
三
者
で
話
し
合
う
機
会
を
設

け
る
事
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
先
生
と
生
徒
双
方
の
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
活
動

の
き
っ
か
け
作
り
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
よ
り
よ
い
高
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
精
一
杯
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学　校　風　景

PTA生活委員会バザー

学　校　風　景

すべての人の人権が尊重される
社会を目指して

愛知県教育委員会 生涯学習課

愛知県立 岩津高等学校 PTA 愛知県立 津島高等学校 PTA学 校 紹 介

公益財団法人 愛知県教育・スポーツ振興財団

☎ 052−261−9
ク ロ ー ナ イ

671
教 育 相 談

高
校
生
か
ら
の
相
談
内
容

　

令
和
３
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
高
校
生
か

ら
の
相
談
は
４
９
７
件
で
、全
体
の
約
５
・

５
％
で
し
た
。

　

主
な
相
談
は
「
健
康
・
不
安
」「
性
の

問
題
」
や
「
学
校
生
活
」
で
、
高
校
生
か

ら
の
相
談
の
約
49
・
１
％
を
占
め
ま
す
。

　

や
は
り
、「
学
校
生
活
」
の
相
談
に
は
、

進
路
の
こ
と
、
友
人
の
こ
と
、
部
活
の
こ

と
な
ど
多
く
の
要
素
が
あ
る
か
ら
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

高
校
生
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
内
容

　

令
和
３
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
高
校
生
の

保
護
者
か
ら
の
相
談
は
５
４
７
件
で
、
全

体
の
約
20
・
７
％
で
し
た
。

　

最
も
多
い
相
談
は
、
子
ど
も
の
「
学
校

生
活
に
関
す
る
相
談
」で
１
５
０
件
あ
り
、

高
校
生
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
の
約
27
・

４
％
を
占
め
ま
す
。
こ
の
「
学
校
生
活
に

関
す
る
相
談
」
に
は
、
不
登
校
の
問
題
や

発
達
障
が
い
に
関
す
る
内
容
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

二
番
目
に
多
い
相
談
は
、子
ど
も
の「
性

格
や
行
動
に
関
す
る
相
談
」で
１
２
８
件
・

約
23
・
４
％
で
す
。
三
番
目
が
「
進
路
・

適
性
に
関
す
る
相
談
」
で
69
件
・
約
12
・

６
％
で
す
。
多
く
の

保
護
者
が
悩
み
を
解

消
で
き
る
糸
口
を
模

索
し
て
お
り
ま
す
。

お 知 ら せ
　当財団では、このほかにも「不登校」
と「発達障がい」をテーマに、専門家
を講師に迎えて、保護者が基礎的な知
識や子どもへの対応の方法を学ぶ面接
相談事業を実施しています。
　興味のある方は下記のホームページ
をご覧ください。

あいち教育スポーツ 検索

　
「
教
育
相
談
こ
こ
ろ
の
電
話
」
は
、
青
少
年
と
そ
の
保
護
者
を
主
な
対
象
と
し

た
電
話
相
談
で
す
。
相
談
を
通
し
て
、
不
安
や
悩
み
の
自
主
的
な
解
決
を
援
助
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
９
，１
１
７
件
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。
相
談
を
受
け
る
の
は
、
研
修
を
積
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
で
す
。

名
前
を
告
げ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
相
談
内
容
が
周
囲
に
知
ら
れ
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
相
談
で
き
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
で
す
。（
た
だ
し
、
年
末
年
始

は
除
き
ま
す
。）

　

今
号
は
大
き
な
節
目
と
な
る

第
１
０
０
号
で
す
。
第
１
号
は

昭
和
49
年
２
月
。
足
掛
け
約
50

年
で
大
台
に
到
達
し
、
順
調
に

年
２
回
発
行
を
続
け
て
来
ら
れ

た
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、

知
事
は
じ
め
県
関
係
者
、
会
長
や
多
く
の
校
長
先

生
方
に
寄
稿
な
ど
の
お
力
添
え
を
頂
い
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
改
め
ま
し
て
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
『
高
Ｐ
連
だ
よ
り
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
紐
解
く
と
、
昭
和
の
生
徒
急
増
期
と
平
成
の
減

少
期
に
お
け
る
県
教
委
と
学
校
現
場
の
柔
軟
な
対

応
力
と
的
確
な
指

導
力
が
随
所
に
感

じ
ら
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
を
含
め
そ
れ
ら

に
携
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
方
々
の
ご
労

苦
は
如
何
ば
か
り

だ
っ
た
か
と
頭
の

下
が
る
思
い
で
す
。

そ
し
て
令
和
と
な
っ
た
今
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

新
た
な
工
夫
を
重
ね
る
創
成
期
と
も
言
え
ま
す
。

　

こ
の
先
、
ど
ん
な
世
の
中
が
待
っ
て
い
る
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
代
の
一
片
を
映
す
広

報
紙
で
い
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



（
広
報
委
員
会
）

編
集
後
記

　５月27日（金）、ウインクあいち大ホールにて、令和４年度
愛知県公立高等学校ＰＴＡ指導者研修会が３年ぶりに対面形式
で開催されました。
　今年度は、（株）ニューキャンバス代表の杉山文野氏を講師
に迎え、「クラスに必ずいる！？〜セクシャル・マイノリティ
の子どもたち〜」と題した講演を行いました。杉山氏は、御自
身も女性の体で生まれ男性の心を持つトランスジェンダーであ
り、ＬＧＢＴＱへの理解を広める活動を行っています。ＬＧＢ
ＴＱとは、性的少数者（性的マイノリティ）を表す総称のひと
つです。講演会は、杉山氏の御経験を基にしたＬＧＢＴＱに対
する配慮や性の多様性、ＬＧＢＴＱの当事者との向き合い方な
どについての内容で行われました。事後アンケートでは、参加
者全員が「大変よかった」「よかった」と回答し、「ＬＧＢＴＱ
の方の悩みを知り、自らの発言や行動が知らないうちに誰かを
傷つけてしまっているかもしれないと感じた。」「ＬＧＢＴＱの
理解を深めるため勉強していきたい。」など感想をいただきま
した。
　今年４月に施行された「愛知県人権尊重の社会づくり条例」
では、「性的指向及び性自認の多様性の理解」が項目の一つに
掲げられており、様々な場面でＬＧＢＴＱへの理解が求められ
ています。ＬＧＢＴＱ当事者の意識調査によると、職場や学校
で差別的発言を聞いたことがある当事者は71.7％という結果が
出ています。ＬＧＢＴＱである人の割合は、約３％〜10％と言
われ、少数であるために性的指向に対する差別や社会生活上の
制約などの様々な問題に苦しみ、社会の中で生きづらさを感じ
ています。こうした偏見や差別をなくすためには、一人一人が
性の多様性について正しく理解し、知識を深めることが大切で
す。本県は、多様性を認め合い、すべての人の人権が尊重され
る社会を目指しており、県生涯学習課でも、専門家や当事者が
講師を務める研修会を開催し、様々な人権問題に対して正しい
情報や知識を伝える機会を設けています。社会の変化に対応し、
学校や家庭で何ができるかを考え、子供たちの健やかな成長の
ために様々な課題を解決できるよう、県としても共に取り組ん
でまいりたいと思います。
　結びに、各校のＰＴＡの皆様におかれまし
ては、本課の事業への御理解・御協力をいた
だきますとともに、社会全体で子供の教育を
担っていくために、これからも多様な立場で
子供や地域に関わっていただきますよう、お
願い申し上げます。 生涯学習課HP

朝の交通当番の風景


